
授業概要

これからの日本において、最重要産業の一つは農業です。
しかし、農業の現状は、まだまだ家族経営から脱却していません。
まずは、農業簿記による経営分析という知識を身につけ、
農業を家族経営から事業経営体への発展に役立つ知識を身につけることを目的とします。

関連する科目 農業法人論

開講キャンパス 都城キャンパス

科目コード 710116 配当学年 ３年次

科目名称 [英語名称] 農業経営診断論　[Farming Diagnostic Theory]

単位数 2

開設学科 環境園芸学科

授業形態 講義

学位授与の方針
との関連 DP2(1) DP3(1)教員氏名 坂本　敬子

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修 宿題レポート作成

授業の到達目標
農業簿記の重要性への理解
農業簿記を用いた経営分析習得

プリント配布テキスト

宿題レポートは評価後、返却及び解説をしま
す。

課題に対する
フィードバック

大学履修規定第５条により、試験（筆答及びレ
ポート）及び出席状況により評価する。

評価方法

授業で適宜紹介する

参考書

備考

授業計画

第1回　導入：農業経営診断の必要性について
第2回　マネジメントゲーム（１）
第3回　マネジメントゲーム（２）
第4回　経営分析：マネジメントゲームを通して
第5回　農業簿記（１）：導入

第6回　農業簿記（２）：帳簿記入と仕訳
第7回　農業簿記（３）：帳簿記入と仕訳
第8回　農業簿記（４）：帳簿記入と仕訳
第9回　農業簿記（５）：試算表の作成
第10回　農業簿記（６）：試算表の作成

第11回　農業簿記（７）：決算
第12回　農業簿記（８）：決算
第13回　税務申告：税務の手続について（青色申告）
第14回　税務申告：確定申告について
第15回　農業法人：法人化について
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授業の進め方と方法

配布プリントとパワーポイント等を用い、講義を行う。
簿記に関しては、演習を行い、知識の定着を図ります。
簿記が初めての学生は、用語の暗記に努めること。
経営分析に関しては、適宜、学生に意見を求めます。

実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング


